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一
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し
た
竜
の
で
、
あ
っ
て
日
本
民
族
の
立
揚
よ
う
見
だ
瓢
が
少
く
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
巌
密
に
書

は
讐
一
般
理
論
的
研
究
に
特
殊
民
族
に
照
す
る
研
究
を
加
味
せ
る
竜
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

頁八
＋
九

九
＋
一

〃
九
＋
六

九
＋
七

一
〇
一

一
〇
二

一
〇
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〃〃

一
〇
四

〃〃〃

一
〇
六

…
〇
七

一
〇
七

＝六三三〃七三〃竃蕪δ叢七蓋〃四三行

第
戴
號
正
誤

敢
愈
酌
籔
育
學

細見行
ふ
に

慧
が

結
婚

数
育
等
閑

ル
ツ
ソ

旋人
種

リ
エ
ン
ム
ル
ド

眞場
合

眞任
じ

考
へ
は

獺
逸
の

眞
面
倒
す

登
髄
に

　
　
　
の

む見　
　

行
ふ
灰
に

　
　

意
義
が

㌍
宇

慶
猴

　
む

教
吉
を
等
閑

　
　
○

ル
ツ
ソ
ー

翻力
。入

門
　
　
む

り
エ
ン
バ
ル
ド

　亦
　
　場

駈
O
　
　
　
　
　
　
　
．

又　
O
O

任
か
し

　
　考

で
は

　
　

濁
逸
が

　
　
む

眞
面
麟
な

　
む

全
鱒
で

過
去
及
、
將
凍

韓
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〃

　
〃
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〇
九
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〇
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一
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一
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〃

　
〃

　
〃
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謂
ふ
て

立
揚
に

黙
に
於
て

既
道
念

國
家
敏
育
の

姻
家
言
下

讃
成

典
臼
的

早
め
に

、
こ
の

憾
め
て

此
典

嚢
育

す
る
に
は

聡
し

班
は

簸
態
に

む
む

認
め
て

　
　
り
り
り

立
場
κ
翻
し
て

　
評
ご

　
蟹
鯉
力

　
む．

　
五
撹
念

　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
園
家
と
教
育
と
の

　
　
　
む

　
闘
家
は
學
校

　
む

　
賛
成

　
む
む

　
典
同
的

　
　
　
む

　
凹
め
の

　
　

　
二
の

　
む

　
初
め
て

　
七
ピ

　
鰍
誠
、

　
数
育

　
　
　
　

　
す
る
研
は

　
　
　
　

　
弼
し
て

　
　
　

　
所
の

　
　
　
　

　
歌
懲
の

一
〇
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛤

　
　
る
蓬
鍵
は
な
い
の
で
あ
る
が
映
…
し
元
は
提
婆
那
賀
黒
字
で
欝
い
て
あ
っ
た
慮

　
　
が
殆
ど
全
く
羅
馬
字
に
書
き
直
さ
れ
た
購
や
、
字
書
が
別
冊
に
さ
れ
た
護
な

　
　
ど
は
初
蝉
・
者
に
妙
か
ら
搬
便
宜
麹
輿
ふ
る
事
と
愚
ふ
、
　
殊
に
文
士
申
般
若
経

　
　
典
、
魯
離
経
、
法
華
耀
、
車
譲
、
倶
舎
論
、
　
典
他
原
本
に
倍
す
べ
き
激
を
各

　
　
況
糠
佛
典
巾
よ
り
摘
録
さ
れ
た
事
、
　
そ
し
て
新
に
悉
曇
十
八
滝
と
提
婆
議
論
梨

　
　
豪
・
が
瓢
葡
燃
さ
れ
、
　
そ
の
懲
法
ま
で
詳
織
…
黙
れ
て
あ
る
事
は
本
書
が
氏
の
前
煮

　
　
と
異
な
る
霊
な
…
職
で
こ
れ
は
常
器
蛇
本
初
學
の
も
の
に
鋭
し
て
酔
観
る
必
要
に

　
　
し
て
効
果
あ
る
試
み
で
あ
る
と
信
ヂ
る
、
　
術
か
の
艶
紅
漕
楽
毛
豪
の
如
き
そ

　
　
の
結
果
詮
表
示
す
番
に
釜
る
ま
で
の
氏
の
努
力
を
多
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

　
　
然
し
若
し
今
変
か
の
「
発
語
入
門
」
　
に
於
け
る
難
解
の
用
語
が
一
暦
解
り
易

　
　
く
改
め
ら
れ
、
　
丈
法
下
多
の
・
万
法
が
多
少
な
り
と
も
朗
構
懸
…
晦
に
さ
紅
た
な
ら

　
　
ば
、
そ
し
て
又
か
の
懸
頭
法
の
澄
明
が
今
少
し
く
議
し
く
な
り
、
提
婆
那
伽

　
　
梨
字
の
丈
抄
が
術
幾
ら
か
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ρ
た
な
ら
ば
と
愚
は
れ
る
、

　
　
然
し
こ
は
私
共
の
塁
ら
ざ
る
鍛
み
て
あ
為
か
屯
知
れ
な
い
、
兎
に
角
本
書
は

　
　
発
語
初
攣
者
の
一
士
考
欝
と
し
翰
て
趨
嫌
な
も
の
だ
と
信
ず
る
。

　
　
　
鷹
次
一
一
、
盤
法
、
二
、
韓
観
法
、
三
、
轡
法
　
四
、
泄
頷
法
、
五
、
丈

　
　
抄
、
　
山
田
、
　
晦
㍗
識
鳩
（
瑚
班
）
。
　
至
心
階
明
版
織
豊
一
∬
、
　
菊
㎞
欺
二
五
曲
譜
夏
型
へ
卵
学
蹴
一
疏
ハ
）
。

　
　
定
償
萱
圓
七
拾
銭
。
（
本
田
蜀
．
英
）
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q
墓
藩
爾
　
　
牌
｝
嗣
イ
触
鞭
．
恥
グ
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塒
　
鵜
　
佐
　
重
　
課

　
　
　
黙
潜
田
制
佐
重
氏
は
早
稻
罵
艦
　
身
の
雰
オ
で
あ
っ
て
勲
澱
き
に
は
シ
ラ
ー
の

　
　
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
を
課
し
墨
型
キ
ン
グ
の
麓
8
紗
｝
艶
蔭
。
簿
鼠
跨
島
麟
O
騨
一

　
　
臨
。
コ
を
灘
興
せ
ら
れ
た
の
で
慮
る
。
琉
が
墨
・
界
に
謝
す
る
努
力
の
涯
盛
な
る

135
　
　
は
徽
服
に
堪
へ
ざ
る
飯
で
あ
る
蝉
　
療
碧
講
μ
手
ン
グ
は
栄
繍
ア
イ
オ
ウ
ア
棚
立

　
　
　
　
　
　
　
　
寄
購
講
籍
難
誌

大
粒
の
…
敏
育
醸
の
助
数
提
で
あ
っ
て
巳
に
晃
童
心
珊
や
敏
育
學
に
蘭
す
る
…
数

頼
の
署
翻
転
あ
蓼
て
學
界
で
絹
當
に
知
ら
れ
て
贋
る
學
者
で
あ
る
。
　
原
著
は

千
九
百
十
二
年
の
寒
点
で
あ
っ
て
纂
一
篇
、
数
育
の
外
部
的
…
蹴
會
的
關
係
、
第

二
編
、
藪
育
の
内
部
的
祉
會
馬
方
醗
に
分
れ
、
第
一
牽
緒
論
　
、
　
敷
育
の
…
職
愈
…

凶
「
見
地
以
γ
二
十
｛
罎
に
亘
り
童
に
泓
小
國
に
於
て
研
増
せ
ら
れ
た
る
敏
麿
の
融

取
的
方
面
に
費
す
る
理
論
及
實
隙
の
實
例
雑
を
組
鞭
的
に
紹
介
し
、
之
れ
に

署
者
の
論
難
慧
ロ
兄
を
魏
へ
全
鯛
を
禺
謬
る
丈
系
統
的
に
紐
…
職
し
た
も
の
で
あ

っ
て
霊
場
に
於
け
る
此
方
面
の
研
究
を
知
る
の
賛
料
と
し
て
有
釜
な
る
の
み

な
ら
ず
各
虫
要
長
日
に
封
ず
る
饗
考
書
も
懇
切
に
示
し
て
あ
っ
て
研
究
上
少

ら
ざ
る
便
宜
を
興
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
日
毎
は
原
署
の
麟
…
憩
及
意
義
を
十

分
明
瞭
に
簡
潔
に
紹
介
せ
ん
が
搾
め
此
を
上
ゆ
下
の
三
篇
十
八
章
に
分
っ
て

課
評
し
其
上
索
引
麹
も
附
し
て
居
ら
る
エ
の
で
あ
る
。
養
料
酌
で
あ
っ
て
海

か
も
系
統
酌
理
論
を
一
貫
さ
せ
や
う
と
し
た
原
著
の
内
容
を
潰
化
し
て
簡
潔

に
認
縦
す
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
の
業
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
虚
者
の
苦
心

の
結
果
は
濫
に
此
れ
に
成
効
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
殊
に
丈
輩

竜
練
れ
て
μ
旧
っ
て
椛
磁
嚇
五
重
加
欝
の
鱒
纐
な
く
蹴
“
蒲
｝
の
灘
鉱
轡
に
於
て
得
易
か
ら
ざ
る

よ
き
翼
翼
を
感
ぜ
し
む
る
の
費
あ
っ
て
吾
人
は
雄
界
の
鴬
め
二
幅
の
勢
を
多

と
す
る
も
の
で
あ
る
、
　
三
叉
巾
島
牛
次
馬
氏
の
序
丈
も
研
究
上
懇
切
な
る
も

の
で
あ
っ
て
本
馨
を
譲
む
に
鴬
り
先
づ
此
を
一
卜
す
べ
き
竜
の
と
思
ふ
の
て

あ
る
の
穴
鑓
本
門
明
媚
禽
嚢
行
。
（
小
断
璽
直
）

　　

@　

@
寄
購
書
籍
雑
誌

鶉
逸
愚
想
と
其
背
景
　
　
丈
學
簿
士
　
朝
永
｝
一
｝
十
郵
　
　
東
京
蟹
文
館

閥
際
綾
濟
繍
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
磁
風
押
囎
鄭
著
　
　
全

一
一
九



猛
蟹
層
蒙
畢

7
0

　
　
蓄
學
汎
論

　
　
優
生
學

　
　
現
代
挑
鋼

　
　
裁
命
と
字
宙

三
三
難
誌
、
心
遡
研
究
、
丁
颪
倫
理
禽
講
演
集
、
東
溝
哲
學
、

欝
、
撃
　
研
　
究
　
　
第
．
、
臨
號
、

　
　
　
　
　
　
　
荻
猿
雲
來
薯
　
　
丙
午
灘
版
灘

　
　
　
　
磁
器
士
　
木
下
㈱
郊
一
薯
、
、
洛
　
陽
　
堂

　
　
　
、
・
欝
欝
士
齋
藤
墓
　
…
総
説
　
不
　
老
　
、
閣

　
　
　
、
交
藩
士
紀
畢
蕉
葵
外
三
氏
著
全

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
本
四
方
憲
　
著
、
　
　
　
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
合
難
詰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
二
〇

東
織
之
光
、
騨
學
雑
誌
、
畢
校
教
育
、
澱
育
、
讐
点
数
爵
、
小
縄
研
究
、
教

育
研
究
、
数
育
離
衝
界
、
敏
育
界
、
東
京
敏
育
、
家
都
敏
育
時
報
、
　
奈
良
縣

敏
育
、
都
岡
縣
敏
育
影
響
、
越
佐
歎
育
難
誌
、
滋
賀
懸
教
育
會
雑
講
、
肢
阜

懸
教
育
、
玉
露
教
育
、
愛
知
鍛
尊
簡
誌
、
香
川
縣
数
育
會
難
誌
、
愛
媛
教
育
、

面
恥
教
育
、
隅
山
縣
歌
竃
會
難
誌

気前躍蒸

総
書
に
於
け
る
丁
丁
性
の
丁
丁
・
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
・
：
：
交
學
圭

正
義
雑
念
の
鍵
遷
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
・
：
，
・
：
・
：
丈
融
解
照

門
紳
物
理
的
法
則
（
完
結
）
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
女
學
士

準
率
の
本
質
に
關
す
る
考
察
…
…
…
：
…
：
…
：
…
丈
墨
士

、
心
能
．
の
相
關
研
究
上
の
一
問
題
：
：
・
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
・
丈
撃
壌

宗
敏
的
不
同
の
内
容
及
び
墓
礎
・
：
㌶
：
：
：
：
：
・
ザ
・
：
：
：
丈
攣
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
彙
　
　
報
－
薪
署
紹
介
1

宇楢高千藤植
野　奇三葉井田
　淺　　健
圓太保胤治毒
塞郎馬成郎藏

i



定 規 文 註 誓！債定 1I 告 _,,,._ -戸

I 

〇④ R(o¥ (!, 本 ④ 命" 料十六―・肌J ' . .. .. ー・

さ特見付新H本辰'iべ 文館 ＿一 、、、、

れに御本直金 く誌 員 -- 凡本向令 1足'(L;,i 木
度荊話求1:: に切貯餃のへに 一 /JJJ肌J

テ誌彿伐訟 令

餃入甜IIれ金御伽あ - 本ノ込ハ ニヘ
m 彿~; [・ こ 註 ljl ら 頁 fj1j 1),j 令紺被振 シ入

J女の 込 拗 て 文 込 ざ 金金数 宛,)叶：！、稔テ令

領拗 7:合御 は 下 る 金ツ吋JJJJ・, テ＝柑口 韓希
牧合さは送 すさ - -- ニ枷1似座 lけ望

等金飲度土」は て炭者 武
文点•御ス大セ I

科、Ki,'ii'i務ル 言阪 ラ方
を成 に箪界~ 代餃 VJ 迅 送通 レ，、

要拾一 金御 IWI'lih 芍大,~, 被 fa ク直
す錢 ...... 塁ー郵註 凹！拾 象下及六"拶

る御 切ー八 稔 文 靡fkJ學炭紹 参六 節木 I 
拗送 '- 1fj~ lj 及 I I th 似介 ハ令宛
合 l) のg び半，鉗討 ロ...... 界 ゜番 iii

は下 :"' 金脱 n'- - 限 新粛刊 、 チテ

郵さ 悶賣文 ，こ 街 不不金 阪琴大 都 ． 都界一 共ニ 御巾ニ券れ て 1こ
三度 御梱 金

。守＝斤 挽交 哲組 御行 込被錢餃致 送す

送 べ願下件 参六六 學 等郊誌： 命宛- 報1:―II下｀ 

付 き上さは ..0.. ロEェ三n9 テ 枯 9妥
下 に候る 賓［阻lI ，受受銭 税 番 ハ＝下飲

質骰骰 岱岱
捌賣行 幻如'f不 1 忍贔

所冗所 一-— 方靡＾東 ょ拙・： 韓熱 二

合良＾ 大 東 振,，J<;ヽ .... I —+ 
が月j叶［阪京 粒n 八

都、1ら京訳i 口本 n f:I 
シ晶'--,/ :Jlt l:J'な 浚 r:11

ヽ —* 座'"" r:p r:p 骰右紺 捌
l磋栢東w; 代 納

祖t上東 i炎，盛 京本崩 /i/,Jj 行表 11ur- 行本

文田京 i各本 二~/j/j 者名者者
館屋堂 lllJ石 I¥三 );(・ 第

、 [!LI.町― 0］- 名j, 四
,,,....__~ 東丁子 喪n 、ii7 漉
訓I大 悔 Llll 賓 秀一噸爵詞！大窮京國
戸阪必 賓 英 丁京 T"' 大第第
ヽノヽノ羊 iii jJ; ‘ 合町ト柳，廿業 厳 d fill文瓜子→ p恥';:

寅盛北が 文弟-,喜十→七本拾低 哲夏 )JI]巻
文文 降 A ~_m 久 方 m 

ー谷—- !Jゴ況— "f" 
館館館 なな 館 工稲/JI[ 記＜ 内

‘叩 場贔郎贔吉治會
I 




